
開
校
当
時
か
ら
変
わ
ら
な
い

４
つ
の
特
色
科
目

　

神
奈
川
県
立
横
浜
清
陵
総
合
高
校
は
、２
０

０
４
年
、普
通
科
２
校
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し

た
単
位
制
に
よ
る
総
合
学
科
高
校
。
開
校
以

来
、生
徒
に〝
生
き
方
〞を
考
え
さ
せ
、「
個
性
に

適
っ
た
進
路
選
択
を
、よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現

さ
せ
る
」こ
と
を
学
校
経
営
理
念
の
大
き
な
柱

に
据
え
歩
み
続
け
て
い
る
。

　

同
校
で
、開
校
当
時
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

形
で
実
践
さ
れ
て
い
る
の
が
、４
つ
の
特
色
科
目

（
図
１
）を
軸
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
。１
年
次
の

「
産
業
社
会
と
人
間
」と
３
年
次
の「
探
求
」（
課

題
研
究
）は
総
合
学
科
の
必
修
科
目
だ
が
、さ
ら

に
２
年
次
で「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と「
視
点
」

（
総
学
）を
追
加
。計
７
単
位
を
使
っ
て
学
ん
で
い

る
。
今
年
度
よ
り
赴
任
し
た
山
下
て
る
み
教
頭

先
生
は「
創
立
時
の
メ
ン
バ
ー
が
目
的
を
も
っ
て

こ
れ
ら
の
科
目
を
作
り
、検
証
し
な
が
ら
発
展

さ
せ
て
き
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

先
見
の
明
が
あ
っ
た
」と
語
る
。

何
回
断
ら
れ
て
も
必
ず
達
成
さ
せ
る

社
会
人
イ
ン
タ
ビ
ュー

　

４
科
目
の
な
か
で
も
社
会
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
核
と
し
た「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」は
、こ
れ
が

あ
る
か
ら
入
学
し
た
い
と
い
う
生
徒
も
い
る
ほ

ど
特
徴
的
で
、卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
最
も

満
足
度
の
高
い
科
目
だ
。

　

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
や
、仲
間
イ
ン
タ

ビ
ュー（
写
真
・
図
２
）な
ど
を
経
て
、イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
向
け
た
ア
ポ
取
り
が
始
ま
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
は
い
く
つ
も
の
決
ま
り
が
あ
る
。ま
ず
、テ
ー

マ
は「
人
と
仕
事
」。
仕
事
紹
介
で
は
な
く
そ
の

人
の
生
き
方
に
迫
る
内
容
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、複
数
の
生
徒
が
同
じ
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
自
分
が
本
当
に
興
味

を
も
っ
て
い
る
人
を
選
び
、最
初
の
電
話
か
ら
イ

ン
タ
ビ
ュー
ま
で
、自
分
一
人
の
力
で
実
現
さ
せ
る

こ
と
が
課
せ
ら
れ
る
。「
妥
協
し
な
い
、あ
き
ら

め
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
続
け
て
い
ま
す
。
１

回
の
電
話
で
了
承
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

く
、さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
す
」と
、

金
森
万
美
江
先
生
。
夏
休
み
も
使
っ
て
の
ア
ポ

取
り
の
サ
ポ
ー
ト
で
教
員
も
多
忙
に
。
そ
れ
で

も
続
け
て
い
る
の
は
、「
確
実
に
生
徒
が
成
長
す

る
か
ら
」と
金
森
先
生
。「
仕
事
の
内
容
は
ネ
ッ

ト
で
調
べ
ら
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、仕
事
を
す
る

人
た
ち
が
ど
う
苦
し
み
、ど
う
乗
り
越
え
る
の
か

と
い
っ
た
気
持
ち
の
部
分
に
ぐ
っ
と
焦
点
を
あ
て

て
話
が
聴
け
る
機
会
は
、ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
」。

　

時
に
は
８
回
、９
回
と
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、最
終
的
に
は
毎
年
２
４
０
人
が
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
実
施
。内
容
は
報
告
書
に
ま
と
め
、報
告
会

や
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。「
お
ど
お
ど
し

て
い
た
生
徒
が
自
信
を
も
つ
、自
立
す
る
、気
配

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
人
が
変
わ
っ
た
と
い

う
く
ら
い
成
長
す
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
」

と
大
西
優
先
生
は
言
う
。

　

こ
の「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」が
ず
っ
と
形
を

変
え
ず
に
続
い
て
い
る
の
は
、「
一つ
の
科
目
が
ひ

と
り
歩
き
す
る
こ
と
な
く
、４
科
目
が
補
完
し

合
っ
て
い
る
か
ら
」と
言
う
の
は
、総
括
教
諭
の

高
村
正
満
先
生
。１
年
次
の「
産
業
社
会
と
人

間
」の
事
業
所
見
学
や
社
会
人
講
話
な
ど
を

経
て
、職
業
や
社
会
に
か
か
わ
る
意
識
を
高
め

る
。
そ
の
発
展
科
目
が「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

図１ 特色科目の相互関連と位置づけ

【産業社会と人問】
　職業や社会にかか
わる意識を高める学習
を通して、自己を見つ
め、将来のあり方を探
求する。
　教科にとらわれない
幅広い分野にまたがる
学習を生徒白身が主
体的に行い、かつ発
表・討論等を通して他
者の多樣な価値観を
理解するとともに、表現
力・コミュニケーション
能力の向上を図る。

1年次 3年次2年次
【課題研究「探求」】
（総合的な
学習の時問）

　自らの進路や興味・
関心に応じて研究課
題を設定し、調査・発表
することにより、『生きる
力の獲得』を目指す。
　興味・関心、進路等
に応じて設定した課題
において、知識や技能
の深化、統合化を図
る。

【コミュニケーション】
 「産業社会と人聞」の発
展科目として、社会生活
の基礎となる人間関係、
コミュニケーション能力の
育成を図る。

【総学「視点」】 
（総合的な学習の時問） 
 『環境』(広い意味でのも
の、生活全般にかかわる
もの)という柱をもとに、い
ろいろな視点から物事を
見る能力の育成を図る。

先
生
も
生
徒
も
成
長
が
実
感
で
き
る

社
会
人
イ
ン
タ
ビ
ュー
を
核
と
し
た

特
色
科
目「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

神
奈
川
県
立 

横
浜
清
陵
総
合
高
校

2004年創立／単位制総合学科／生徒
数712人（男子224人・女子488人）／進
路状況（2012年度実績）大学57.3％・短
大7.9％・専門学校等22.1％・就職6.0％・
その他6.7％

総合学科
推進グループ
金森万美江先生

学習支援グループ
大西優先生

校長
船橋憲正先生

教頭
山下てるみ先生

総合学科
推進グループ
総括教諭
高村正満先生 

取材・文／永井ミカ

22



実施
月 回 指導項目 内容 時数

4月

1

ガイダンス

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

科目の目標の理解／
1年間の授業の流れ
仲間づくり①
・知り合う

1

2
仲間づくり②
・知り合う
話の聞き方・伝え方①
・伝達の時の位置関係

2

3 仲間づくり③
・協力と他者理解 2

4

日本語
トレーニング

コミュニケーションにおける日本語
の重要性
日常の日本語トレーニング
話の聞き方・伝え方②
・会話における聞き手の態度

1

1

5月

5
聞き書きトレーニング［基礎］
・要旨のとり方
話の聞き方・伝え方③
・会話における話し手の態度

1

1

6 聞き書きトレーニング［発展］
・聞き書きから伝達へ 1

7 「インタビュー」
ガイダンス

基礎学習のふり返り
インタビュー実習の意義と課題・取
材先の開拓
・会話を広げる質問の仕方

2

6月

8

「インタビュー」導入

メディアから学ぶインタビューⅠ・Ⅱ 2

9

質問の方法
・答えを引き出す効果的な質問方
法
取材コンテの作成／
仲間インタビュー

2

10
仲間インタビュー／
取材のまとめ方／
取材記事作成

2

11 仲間インタビュー発表／
依頼文を書く 2

7月 12 アポイントメントの取り方 2

9月

13
特別講師による授業
「コミュニケーションはなぜ重要か」
産業能率大学　柴田匡啓先生

2

14

「インタビュー」準備

依頼文書作成 1

15 取材コンテの作成
インタビュー台本作成 2

10月 16 インタビューのマナー
リハーサル 2

11月

17 リハーサル 2
18 「インタビュー」実践 社会人へのインタビュー実習 2

19

「インタビュー」
実習のまとめ

礼状作成／取材メモまとめ
報告書下書き作成 2

20 報告書下書き原稿完成・
ワープロ原稿作成 2

21 報告書ワープロ原稿作成 2

12月
22 報告書ワープロ原稿作成

封筒宛名書き 2

23 実習報告会準備 2
24 実習報告会準備 1

1月
25 報告書作成（原稿修正）／

実習報告会準備 1

26 実習報告会発表リハーサル 2

2月

27 インタビュー実習報告会 2

28 科目のまとめ
インタビュー実習報告全体発表会
「インタビュー」のまとめとふり返り
１年間のまとめとふり返り

3

29 コミュニケーションスキル 自己を知るためのトレーニング 1～2

●私が清陵に入学して、一番楽しみにしていたのが、このコミュニケーションの授業。特に、自分でア
ポをとってインタビューをするということが、すごく楽Lみだった。実際やってみて、インタビューをする前と
あとがー番大変だったように思う。ただ単純にインタビューをするだけではなく、その前後にいろいろな
準備やまとめがありそのすべてをやって、やっとインタビューが終わったという感じだった。清陵の特色
科目は、提出物があったり、面倒だなと思うこともあったけど、それをやり遂げた今、私は2年生になりた
てのころより成長できた気がする。

●相手と接する積極性が強くなりました。今までは人見知りだから、というコミュ障がい人間でしたが、
授業だから嫌でも恥ずかしくても人とかかわらなければいけない。人見知りには何という過酷な試練を
与えるんだろうかと思っていましたが、やっている内に人とかかわる楽しさがわかるようになったし、むしろ
もっといろんな人とかかわりたいと思えるようになりました。

●「挑戦していこう」と思う気持ちが大きくなりました。今までは消極的なことも多かったけれど、たくさん
の人たちとかかわったり、自分から行動しなくちゃといけないことも多かったから、自然と変わっていくこと
ができたと思います。

【観察のポイント】

質問のしかた
■ 核心をついた、ボイントをおさえた質問をしているか
　・話題がずれていないか？　話が尽きていないか？
■ 簡潔に質問しているか
　・自分以外の人にもよくわかる言葉を使っているか？
　・聞きたいことを、短く簡単に伝えているか？
■ 感じよく質問しているか
　・相手の目を見ているか？
　・相手の話を真剣に聞いているか？
　・あいづちのタイミングがよかったか？
　・「そうですよね」など、共感をしめすような言葉で応対できたか？

な
の
だ
。「
１
科
目
で
終
わ
ら
な
い
、３
年
間
の

積
み
上
げ
型
だ
か
ら
生
徒
が
成
長
す
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
人
間
を
成
長
さ
せ
る
の
は『
経

験
』。
学
ん
だ
ら
次
は
経
験
で
す
。
高
校
時
代

に
こ
う
い
っ
た
困
難
な
経
験
を
す
る
か
し
な
い

か
は
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
す
」と
、船
橋
憲

正
校
長
先
生
。

　

同
校
に
、開
校
当
時
の
教
員
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
が
、理
念
や
目
標
が
薄
れ
る
こ
と
な

く
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

イ
ン
タ
ビ
ュー
相
手
を

安
易
に
選
ば
な
い
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス

Q 
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
指
導
体
制
は
？

　

40
人
の
ク
ラ
ス
に
２
人
の
教
員
が
入
る
Ｔ
Ｔ

で
す
が
、原
則
１
人
は
経
験
者
に
し
て
い
ま
す
。

６
ク
ラ
ス
の
担
当
者
全
員
で
毎
週
打
ち
合
せ
を

行
い
、進
め
方
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

Q 
イ
ン
タ
ビ
ュー
相
手
の
決
め
方
は
？

　

自
分
の
就
き
た
い
職
業
人
や
将
来
進
み
た
い

分
野
に
関
連
す
る
人
が
す
ぐ
決
ま
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、ま
だ「
何
を
や
り
た
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
生
徒
に
は
、「
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る

と
き
が
楽
し
い
？
」な
ど
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

よ
う
に
話
を
し
て
決
め
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、例
え
ば
本
当
に
中
学
校
の
先
生
に

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
中
学
時
代
の
恩

師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
の
は
い
い
で
す
が
、知
っ

て
い
る
か
ら
、気
楽
だ
か
ら
、と
い
う
理
由
で
安

易
に
お
願
い
す
る
の
は
や
め
よ
う
な
ど
と
い
う

指
導
を
し
て
い
ま
す
。（
ヒ
ン
ト
の
コ
メ
ン
ト
は
す

べ
て
金
森
先
生
）

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（NO.47）

図３ 2年「コミュニケーション」年間計画

図２ 仲間インタビューワークシート

■  生徒の感想「コミュニケーション 1年間のまとめ」から

仲間インタビューの際、観察者が記入するワークシート。どこに
注意して観察をすればいいかポイントがまとめられている。

社会人インタビューの
前に練習として行う仲
間インタビュー。３人１
組で、インタビュアー、
インタビューされる人、
観察する人の３役をも
ち回る。観察者用のワ
ークシートは図2。

実
践
の
ヒ
ン
ト
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